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男の子（モノローグ）
僕のうちは旅館を営んでいます。最近は海外
からのお客さんが増えてきたので，外国人と
接するのが当たり前になってきました。でも，
以前は，外国人のお客さんをお断りしていたん
です。

男の子（モノローグ）
すると，少しずつ口コミやネットで広がり，今
では様々な外国人のお客さんがたくさん宿泊す
るようになりました。

男の子（モノローグ）
どうやら国によっては，食べてはいけないもの
があるようです。それに，食べてよいものでも
調理の仕方によっては食べてはいけないみたい
です。

男の子（モノローグ）
また，外国人のお客さんが来るようになって
から，日本人のお客さんからのクレームも増
えました。
外国の人は，日本のお風呂に入るのが好きみた
いだけど，いろいろ問題もあるみたいです。

日本人のお客さん（女性）
あの外人，入れ墨があって，嫌ね。一緒にお風
呂に入るの勘弁してもらいたいわ。

日本人のお客さん（男性）
体を流さないでお湯に浸かったり，湯船の中で
体を洗う人もいるから困るよ。

男の子（モノローグ）
祖父と祖母は反対でしたが，外国人のお客さん
を受け入れてみることにしたようです。

男の子（モノローグ）
ある時，外国人のお客さんが，夕食に全く手を
付けませんでした。

母
言葉がよく分からないけど，どうもメニューと
調理の方法に問題があるみたい…

父
これからは，外国人の観光客も受け入れていく
時代なんですよ。少しずつ慣れていけば大丈夫
ですから。

祖父
俺は反対だね。聞いたところによると，外国人
は何かと問題を起こすってウワサじゃないか。

祖母
言葉も分からないし，私も不安だわ…

男の子（モノローグ）
でも，僕は大丈夫。どんどん話し掛けて分かり
合わなくちゃ。

男の子（モノローグ）
僕のクラスでも言葉の問題があって，孤立しが
ちな外国人のクラスメイトがいます。

男の子（モノローグ）
僕は，だいぶ外国人のお客さんに慣れてきて，
片言でもコミュニケーションが取れるように
なってきました。外国人のお客さんは，僕を見
ると気軽に声を掛けてきます。みんな，とても
フレンドリーです。

男の子（モノローグ）
それにしても，おじいちゃんとおばあちゃんは
なかなか外国人のお客さんと仲良くすることが
できないようです。どうしたらいいのかなぁ。

男の子（モノローグ）
うちの旅館に海外からのお客さんが増えてくる
と，近くの飲食店にも，外国人のお客さんがだ
んだん来るようになってきました。

男の子（モノローグ）
お風呂の入り方だけでも，日本と外国ではルー
ルが違うみたいです。

父
お義母さん，それを偏見って言うんですよ。外
国人だからって怖い訳ではないし，お互いに言
葉や文化が違うだけなんですから…

祖母
このあたりは外国人が増えてきて，何だか随分
騒々しくなったみたいで，ちょっと怖いわ。

マンガ


